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G・シュヴァルツ著 ー
出牛正芳訳 『マーケプィング理論の展開』
ー
本書 (Developmentof Marketing Theory, 1963)の著者G・シュヴァルツ (George
Schwartz)は現在ロッチェスター大学のマーケティング担当の助教授である。彼は1945
年より1954年にかけてリサーチ・アナリストとしてアメリカの百貨店，広告機能，等の研
究に従事し， 1958年より1959年1こかけてペンシルヴァニア・ワシントン・スクールにおい
てファイナンス・アンド・コマースを講義し，.1960年にはペンシルヴァニア大学よりマー
ケティング博士号を授与されている。主要著書としては．本書以外に，彼の編纂より成る
『科学としてのマーケティング』 (Sciencein Marketing) 1965がある。
本書は1963年に著わされたものであるが，ごく最近わが国において，本書のもつ意義を
いち早く認識された専修大学助教授出牛正芳氏によって邦訳された。
さてマーケティングを研究する者にとって，まず最初に自問自答せねばならぬ問題は，
恐らくはマーケティングは Scienceであるか Artであるかということであろう。このよ
うな問題が投げかけられるのもマーケティングが未だ確固とした学問体系を備えていない
のと，そしてまたマーケティングそのもののもつ性質の故であり，当然のことと考えられ
る。
今日，建設的にマーケティングを Scienceまで高めようと努力している学者にインデ
ィアナ大学のS・オテソン (SchuylerOtteson) ハ バー ート・ビジネス・スクールのR
・D・バズイル (Robert,D. Buzzell), 等がいるが，彼等は次のようなマーケティング科
学論なるものを提起している。すなわち仮説(Hypothesis),理論(Theory),原理(Prin-
． 
ciple), 法則 (Law), という段階的により高次になっていくコンセプトを 4つ考え，
Scienceとは，①知識が分類され体系化された集合体であり，⑨1つあるいはそれ以上の
理論をもっており，⑧量的な形で表わし得るものであって，④予測を可能にするものであ
る，としている。このことは， Scienceが理論より高次のコンセプトであって物理学とか
化学のような自然科学のごとき原理をもつ必要のあることを意味するものである。
それ故に確固としたマーケティング理論の展開こそ，マーケティングを Science とし
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て高めるための重要な第一歩として考えられるわけである。本書の著者シュヴァルツも
Scienceとしてのマーケティング樹立の可能性を信じ，かかるマーケティング科学論を念
頭において本書を著わしているものと考えられる。
すなわち原著者序文に述べられているように，本書のクイトルは， 『マーケティング理
論の展開』となって、いるが，シュヴァルツは何らかの新しいマーケティンク哩！論を形成し
ようとする野心をもっているわけではない。本書におけるシュヴァルツの理論研究の真意
は，マーケティングをScienceとして高めるための 1つの足がかりとして，従来から経験
的にもよく妥当すると考えられ，あるいはすでに過去の遺物としておきざりにされてきた
マーケティング理論に一層詳細なる検討を加え，今後，展開されるマーケティング理論に
対し何らかの示唆を与えようとすることにあったものと推察される。
本書は，次の 9章より構成されている。
第1章 マーケティング理論の展開について（原書 pp.1-8,邦訳 3-14ペー ジ。）
第2章小売吸引力の法則（原書 pp.9-34, 邦訳15ー 46ペー ジ。）
第3章社会物理学（原書j)p.35ー 54,邦訳47ー 7Qペー ジ。）
第4章戦略的ゲームの理論（原書 pp.55ー 67,邦訳73ー 88ペー ジ。）
第5章地域間と地域内マーケティングの理論（原書 pp.68ー 84,邦訳89ー 110ペー ジ。）
第6章 マーケティング機能（原書 pp.85ー 100,邦訳111ー 131ペー ジ。）
第7章組織された行動体系と市場行動の理論（原書 pp.101ー 114, 邦訳132ー 148ペ
ジー。）
第8章 マーケティング経路の効率分析（原書 pp.115-129, 邦訳149ー 167ペー ジ。）
第9章要約と結論（原書 pp.130ー 135,邦訳168ー 175ペー ジ。）
以下，各章の内容について順次，簡潔に紹介してみることにしよう。
?
第1章においてシュヴァルツは，「今日高まりつつあるマーケティング理論への関心」
および「マーケティング理論の展開は可能であるか」， というテーマのもとに，マーケテ
ィングは Scienceであるか Artであるかという問題に関連せしめて，多くの学者の見解
を通して検討し，彼自身の見解を次のように導き出している。すなわちシュヴァルツは
Scienceとしてのマーケティング樹立のための前提条件たるマーケティング理論展開の可
能性を，次の 2つの理由から認めているのである。 (1)マーケティング理論の発見が不可能
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であることを論証しうる自信はない。 (2)かかる理論の発見はマーケティング学者はもとよ
り，マーケティング実務家，マーケティングにたずさわっている政府役人にも有用なこと
であると確信する。
本章の終りの方でシュヴァルツがマーケティング理論の展開にさいして，自己の研究意
図が実に「われわれは今どこに位置し， ここからどこへ向かおうとするのか」， という
設問に答えることにある，と明示しているのは留意すべきであろう。シュヴァルツによれ
ば，かかる質問に対する解答は，マーケティング問題に関する理論的アプローチを， W-
オルダーソン (WroeAlderson), R・プライヤー (RalphBreyer), P• D・コンバー
ス (PaulD. Converse), R・コックス (ReavisCox), C• S・グッドマン (Charles
S._ Goodman), E• T・グレザー (EwaldT. Grether), E・D・ マクゲリー (Edmund
D. Mcgarry), 0・モルゲンシュテルン (OskarMorgenstern), W0 Jライリー(William
J. Reilly), J・Qスチュワート (JohnQ. Stewart), J• Vonニューマン (JohnVon 
New:mann), W ・ウオーンツ (WilliamWarntz), 等の関連著作を通し，検討することに
よって始めて可能であると考えている。
第 2章においては，シュヴァルツは， W• J・ライリー ， P・D・コンバースの小売取
引領域決定の問題に関する著作を当面の研究対象としている。シュヴァルツによれば，彼
等の研究は回帰方程式を用いて小売取引領域決定の数式を展開することにあり，この研究
によって費用のかかる実態調査をしなくとも，市場を描き，かつ小売取引の運動をマーケ
ティングの実務家が分析出来るようになってきた，と述べている。もっともシュヴァルツ
は，現段階においては実証的な研究が不十分なためかかる研究に対して最終的な評価は与
えられない，と補足している。
第3章においては， J.Q. スチュワートの行なった物理学の知識を利用して人間の社
会的態度における一様性の発見を試み，それを数式化しようとする研究に関しての検討が
なされている。これに対して，シュヴァルツは人間行動を一様性なる自然法則でもってと
らえることには疑問を抱きながらも，スチュワートの研究成果が多くのマーケティング業
績と一致する点を認め，今後の理論的・実証的研究の如何によっては社会物理学から多く
の収穫が期待出来る，と考えている。
第 4 章においては，シュヴ了）レツは， J• Vonニュー マン， 0・モルゲンシュテルン，
等によってなされたゲームの理論がマーケティング問題の解明にどの程度，貢献しうるか
について検討を加えている。そして結論的にシュヴァルツは，その分析方法はあくまでも
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規範的なものであり，単純な仮定のもとで論理を追及するという数学の社会科学への適用
性を疑いながらも，ゲームの理論からマーケティング学者は戦略概念および動学理論の導
入，ツールとしての実用可能性，等，多くのことを学びとることが出来るであろう，と述
べている。
第5章においては，経済理論の演繹的アプローチを用いて地域間および地城内マーケテ
ィング現象を分析しようと試みたE-T・グレザーの研究を取扱っている。シュヴァルツ
はグレザーの方法論および彼の用いる経済理論の演繹的アプローチの人間行動の論理的・
経済的基盤を誇張しているという点に関して疑問を投げかけながらも，このアプローチは
マーケティング科学一般に関する行動の諸法則を示唆するのに有用である，と高い評価を
与えている。
第6章において， シュヴァルツはマーケティング分析の草分けである A-W・ショー
(Arch W. Shaw). によってその端初となった機能的アプローチの学説史的展望，すなわ
ちE.J)・マクゲリーのアプローチを中心に機能的アプローチの再検討を試みている。マ
クゲリーの見解は次のごときものである。すなわち巨視的なマーケティング機能として，
(1)接触機能， (2)宣伝機能， (3)商品化機能， (4)物的流通機能， (5)価格機能， (6激．結機能，の
6つをかかげ，これらの機能が充分に果されることによって，マーケティング過程が円滑
となり，そのことが生産者および消費者の利益に通ずるものであるとしている。かかるマ
クゲリーの見解に対して，シュヴァルツは，マクゲリーの提言の本質的部分が仮説から論
理的に推論された結論に基づいている以上，仮説が正しいものであるかどうか，またこの
ような仮説によって現実の姿を把握出来るかどうか，について極めて疑問視している。そ
してまたマクゲリーの論旨は彼の希望的思索から発しているため，どこまで彼の思弁的・
演繹的貢献がマーケティングの現実を描き，、かつ理解するかという限度は分らない，とし
ている。
第7章において，シュヴァルツは，マーケティング理論に重要な業績を残したW ・オル
ダーソンの機能主義的アプローチの優位性および彼によって打ち立てられた組織された行
動体系と市場行動という学問体系に関して検討している。かかるオルダーソンの研究に対
して，シュヴァルツは，彼の研究がマーケティング理論に対して重要な貢献をもたらした
ことを認め，他面，彼の理論の大部分が洞察と仮説の集合からなっていることを指摘し，
彼が長年にわたってマーケティング実務にたずさわった豊富な経験からもたらされた含蓄
深いものである故，彼の研究からは多くのことを学ぶことが出来るであろう，と結んでい
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る。
第8章においては， R・コックス， C・S・グッドマン両教授およびR・プライヤー教
授によって個別になされたマーケティング経路の効率分析に関する研究を取扱っている。
シュヴァルツは彼等の研究の先駆的アプローチを認め，それがマーケティング経路で行な
われる仕事の効率を分析し，かつ向上させるための考え方，手続，分析手法，等を提示し
て:いる点でかなり有益な貢献をなしている，と述べている。
第9章においては，各章において取扱われた理論の要約と若干の論評を加えることによ
って，著者自身の結論を導き出している。その詳細についてここでは省略する。ただシュ
ヴァルツが，今迄の研究で吟味した理論的アプローチのうちライリーやコンバースおよび
社会物理学者達のそれはマーケティング理論の将来の展開に最も有望であるとしている点
は注目に値する。最後にシュヴァルツは，次のような傾聴すべき言葉でもって本書を閉じ
ている。
「マーケティング科学は，経験的事実に基づかねばならないと信じるいっぼう，著者は
マーケティングを社会科学と考えねばならないと信じる。マーケティングをそのように考
えるならば，マーケティング理論の展開を目ざして研究を行なっているものは，社会科学
の他の分野，たとえば社会学，心理学，経済学，政治学などから得られる有益な資料を利
用すべきであるように思われる」。
?
以上，本書の内容について概観してきたが，本書はいうまでもなく新しいマーケティ
ング理論を形成しようという意図のもとに著わされたものではなく． マーケティングを
Scienceとして高めるための 1つの足がかりとして著わされたものである。そしてまた今
日迄多くの学者達によってなされてきた業績を現時点において反省することによって将来
のための何らかの指針が見い出されるであろう．という期待のもとにまとめ上げられた書
物であるともいえる。その意味で著者自身の創造的な考え方を本書に見い出そうとするこ
とは的はずれなことである。
また第2章より第8章にかけて，それぞれの理論家達の理論的アプローチを比較的詳細
に検討しているが，序論的な第1章と結論的な第9章を通読するだけで本書の内容をほぼ
把握することが出来るよう本書には編集に工夫の跡が随所みうけられる。次にスクンホー
ド大学のW• F・マッスイ (WilliamF. Massey)も指摘しているように，本書において
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は今日迄の重要なマーケティング文献の大部分が厳密にかつ要領よくまとめられており，
その意味ではマーケティング文献の百科全書的な色彩を濃くしている点が特筆される。こ
れらの諸点を考慮すれば，マーケティング研究者にとってはもとより，一般マーケティン
グ実務家，および学生達にとってもマーケティング理論の今日迄の発展過程とその水準を
簡潔に知る上においては最適の書といえるであろう。 （同文館，昭和40年7月刊， A5,
204ペー ジ， 780円。） ―市川浩平一
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